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　2006 年 12 月、NASAはスペースシャトル・デ
ィスカバリによるSTS‐116ミッションを実施した。
シャトル飛行再開後初の夜間打上げで、これまで
断熱材落下監視のため昼間の打上げに限られてい
たことと比較すると、打上げ時期設定の自由度が
高まった。このミッションでは、左舷第５トラス
（P5トラス）が輸送され、４回の船外活動を含め、
恒久的な電源系統への切替など複雑な作業が数日
間にわたって行われた。P4トラスの太陽電池が太
陽面に向けて回転できるように、ユニティ上部に
あるP6トラスの太陽電池パネルの左側は収納され
た。当初は予定通りに収納できず、宇宙飛行士が
手助けしてようやく収納できた。
　続いてNASAは、2007年４月後半に、スペース
シャトル・アトランティスによるSTS‐117ミッシ
ョンの実施を予定している。このミッションでは、
右舷トラスの一部（S3／ S4 トラス）と太陽電池
パネルを国際宇宙ステーションへ輸送する。S3及
び S4トラスは、S1トラスの外側に取り付けられ、
右舷トラスが延伸される。S4トラスの取り付けら
れた太陽電池パネルの展開も行う。
　2007年には、６月にS5トラス、９月に「ノード2」、
10月に欧州実験室「コロンバス」の輸送が予定さ
れている。その次が我が国の「きぼう」船内保管
室を輸送するSTS‐123ミッションで、打上げ時期
は 2008 年１月と見込まれており、既に土井隆雄宇
宙飛行士の搭乗が決まっている。また、2008 年の
第 18次長期滞在搭乗員の一人として、2007年２月
に若田光一宇宙飛行士が選抜された。STS‐123ミ
ッションの３回後に行われるSTS‐126ミッション
で国際宇宙ステーションに赴き、約３ヵ月後に「き
ぼう」船外実験プラットフォームを輸送するSTS
‐127ミッション（2009年 1月頃）で帰還する予定
である。国際宇宙ステーション建設の進展で、微
小重力実験など宇宙環境利用の準備も本格化する。
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